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令和８年第５回（２０２６年第５回）農業委員会総会 

 

         令和８年５月８日午後３時００分 八街市農業委員会総会を 

         八街市役所議場に招集し、内容は次のとおりである。 

 

１．出席者  

   ＜農業委員＞ 

    １．古 市 正 繁      ５．久 野 紀 子      ９．今関富士子 

    ２．山 本 元 一      ６．中 村 勝 行      10．貫 井 正 美 

    ３．小 川 正 夫      ７．深 澤 一 郎      11．岩 品 要 助 

    ４．望 月 浩 樹      ８．円城寺伸夫 

    ＜農地利用最適化推進委員＞ 

    １．清 水  隆      ７．松 下 雅 弘      13．小 倉  正 

    ２．内 貴 光 男      ８．山 本 和 秀      14．鵜 澤 良 一 

    ３．伊 藤 勇 士      ９．小 山 哲 章      15．古 川 儀 行 

    ４．保 谷 研 一      10．飛 田 芳 文      16．加 藤 秀 雄 

    ５．浅 羽 宏 明      11．鈴 木 弘 明      17．井 口 裕 史 

    ６．松 原  勝      12．今 井 定 男      18．山 本  健 

 

２．欠席者     なし 

 

３．事務局 

    事 務 局 長  齋 藤 康 博          係 長  太 田 謙 一 

    主 査  小 川 由 佳          主 任 主 事  梅 澤 孝 行 

 

４．議決事項 

    議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

    議案第２号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

    議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

    議案第４号 農用地利用集積等促進計画（案）の承認について 

 

５．その他 

    報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 
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○齋藤事務局長 

 開会を宣す。（午後３時０４分） 

○岩品会長 

 さて、今月の案件は農地法第３条、５条本体で２０件、その他議案１件が提出されておりま

す。慎重審議をお願いします。 

 ただいまの出席農業委員は１１名全員ですので、この総会は成立しました。 

 また、農地利用最適化推進委員の出席委員は１８名です。 

 それでは、日程に従いまして会務報告をお願いします。 

○齋藤事務局長 

 それでは、会務報告いたします。 

 ４月１０日金曜日午後１時３０分より、転用事実確認現地調査を調査委員会調査班第２班、

古市班長、久野委員で実施いたしました。 

 ４月１７日金曜日午後１時３０分より、転用事実確認現地調査を調査委員会調査班第３班、

望月班長、円城寺委員、今関委員で実施いたしました。 

 ４月２２日水曜日午後４時より、八街市農業研究会総代会に、岩品会長にご出席いただきま

した。 

 ４月２４日金曜日午後３時より、八街市農家組合連合会長会議に、岩品会長にご出席いただ

きました。 

 以上です。 

○岩品会長 

 次に、議事録署名人の選任については議長から指名することで、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○岩品会長 

 ご異議がなければ、こちらから指名します。今月は、議席番号１番、古市委員、２番、山本

元一委員にお願いします。 

 議事に入ります。 

 議案第１号の農地法第３条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 事務局、説明願います。 

○小川主査 

 議案書３ページをご覧ください。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について

ご説明いたします。 

 番号１、区分、賃貸借、所在、八街字六万坪地先、地目、畑、面積１，３４９平方メートル

のうち１，１９６.５４平方メートルほか６筆、計７筆の合計面積８，４１７.８平方メートル。

権利者事由、農地法第３条第３項の許可を受けた親会社から引き継ぎ、引き続き農地所有適格

法人として農業経営をするため。義務者事由、高齢により農業が困難なため。 

 番号２、区分、賃貸借、所在、八街字六万坪地先、地目、畑、面積１，２８９平方メートル
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ほか２筆、計３筆の合計面積２，２７９平方メートル。権利者事由、農地法第３条第３項の許

可を受けた親会社から引き継ぎ、引き続き農地所有適格法人として農業経営をするため。義務

者事由、相続で農地を取得したが農業をしていないため。 

 番号３、区分、売買、所在、用草字宮ノ脇地先、地目、畑、面積３９平方メートル。権利者

事由、自家用果樹栽培用地として利用したい。義務者事由、権利者からの要望による。 

 番号４、区分、贈与、所在、小谷流字大有戸道、木戸向及び牛ヶ池尻地先、地目、畑、面積

１，９８３平方メートルほか１２筆、計１３筆の合計面積１万２，９０５平方メートル。権利

者事由、農地を譲り受け農業を行うため。義務者事由、農地を後継者に譲るため。 

 番号５、区分、贈与、所在、上砂字角谷山地先、地目、畑、面積２，０６７平方メートルほ

か２筆、計３筆の合計面積３，２２２平方メートル。権利者事由、農業経営の規模を拡大する

ため。義務者事由、相続で農地を取得したが農業をしていないため。 

 番号６、区分、売買、所在、山田台字宮ノ原地先、地目、畑、面積４６８平方メートル。権

利者事由、農業経営の規模を拡大するため。義務者事由、相続で農地を取得したが農業をして

いないため。 

 以上です。 

○岩品会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いします。 

 議案第１号１番、２番について、内貴委員、調査報告をお願いします。 

○内貴委員 

 議案第１号１番、２番は関連案件ですので、農地法第３条申請に係る調査結果については、

一括して報告します。 

 申請地について、位置は八街駅より東方に約２.５キロメートル。境界はフェンス、ブロッ

クなどにより確保されています。現況はミニトマト、苺を作付されています。進入路は県道４

３号線により確保されています。 

 農地所有適格法人としての要件についてでございますが、申請者は株式会社で、農作物の生

産を行っております。構成員要件、議決要件及び役員の要件についても、農地法第２条第３項

に規定する要件は全て満たしております。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者が所有及びリースする主な農機具は、電動高台車６台、農薬散布機２台、動力噴霧器

１台、選果機１台、フォークリフト１台です。労働力は、役員３名のうち２名が年間１５０日

以上農業従事者であり、技術力についても問題ありません。また、過去３年間において農業経

営規模を縮小させるような行為を行った事実はなく、周辺地域における農地等の農業上の効率

的かつ総合的な権利の確保についても支障ありません。 

 その他、参考となる事項として、農業計画はミニトマト、苺を作付する予定であり、通作距

離は現地ですので０キロメートルです。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事
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し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は、農

地法第３条第２項各号の不許可基準には該当しておらず、また農地所有適格法人の要件も満た

しておりますので、本案件は何ら問題ないと思われます。 

 以上、報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第１号３番について、古川委員、調査報告をお願いします。 

○古川委員 

 議案第１号３番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 当該申請は、権利者の自宅に隣接する農地を自家用果樹園栽培用地として利用するための申

請であります。 

 申請地は、八街駅より南西方向に約６キロメートルに位置しており、境界はコンクリート杭

により判断でき、現況は耕作されていませんが、草刈り等は定期的に行われており、保全管理

されております。進入路につきましては、八街市道及び権利者の宅地に隣接しており確保され

ております。権利者の所有している主な農機具は、トラクター１台、耕運機１台、軽トラック

１台です。労働力につきましては権利者で、年間農作業従事日数は１５０日以上で技術力もあ

ります。 

 その他、参考となる事項として、営農計画については、梅、柿を予定しており、通作距離と

しては自宅と隣接しております。 

 以上の内容から、権利者が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事し、申請地を

含めた全ての農地について効率的に利用すると認められ、農地法第３条第２項各号の不許可基

準には該当しないことから、本案件は何ら問題ないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第１号４番について、加藤委員、調査報告をお願いします。 

○加藤委員 

 議案第１号４番、農地法第３条申請に関わる調査結果について報告いたします。 

 当申請は、農業経営の規模を拡大するための申請であります。 

 申請地についてですが、位置はＪＲ八街駅より南西方向に約８キロメートルに位置し、所有

地に隣接しております。現況は新年度作付の準備を進めておるところであります。進入路は私

道に隣接しており確保されております。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者が所有及びリースする主な農機具は、トラクター３台、耕運機２台、トラック２台、

フォークリフト１台です。労働力は、権利者とその奥さん、両親、常時雇用の１人、約５名で

す。技術力についても問題なく、年間１５０日以上の農作業従事日数要件も満たしております。

また過去３年において、農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はなく、周辺地域におけ

る農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。 
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 そのほか、参考となる事項として、営農計画は落花生、さつまいも、ニンジンを作付する予

定であり、通作距離は自宅から申請地まで０.２キロメートル、徒歩で約１分です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事し、

申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められます。本案件は、農地法第３

条第２項各号の不許可基準には該当しておりませんので、何ら問題ないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第１号５番について、山本健委員、調査報告をお願いします。 

○山本健委員 

 議案第１号５番、農地法第３条申請に関わる調査結果について報告します。 

 当該申請は、農業経営の規模を拡大するための申請であります。 

 申請地について、位置は市立川上小より南に３.６キロメートル地点にあり、境界は石杭が

あり確認済みであります。現況は耕作できる状態であります。進入路は市道から少し入ったと

ころで確認されています。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者が所有する主な農機具は、トラクター４台、耕運機２台、１．５トントラック１台、

軽トラ２台です。労働力は、本人、父母の３人であり、技術力についても問題なく、年間１５

０日以上の農作業従事日数要件を満たしております。また過去３年間において、農業経営規模

を縮小させる行為を行った事実はなく、周辺地域における農地等の農業上の効率的かつ総合的

な利用の確保についても支障ありません。 

 その他、参考となる事項として、営農計画は落花生を作付する予定であり、通作距離は自宅

から申請地まで約４キロメートル、車で約１０分です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められます。本案件は、農地法

第３条第２項各号の不許可基準には該当しておりませんので、何ら問題ないと思われます。 

 以上、調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第１号６番について、小倉委員、調査報告をお願いします。 

○小倉委員 

 議案第１号６番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 当該申請は、農業経営の規模を拡大するための申請であります。 

 申請地について、位置は二州小学校より北西約１.５キロメートルであり、境界は、隣接地

の一方は宅地のブロック塀、もう一方は家庭菜園用のパイプハウスがあり、問題ないと思われ

ます。現況は豆類等を栽培し管理されております。進入路は八街市道に隣接しており問題ない

と思います。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告いたします。 
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 権利者が所有及びリースする主な農機具は、耕運機、田植機、コンバイン、乾燥機各１台、

トラクター１台、さらに今後トラクター１台導入予定とのことです。労働力は常時３人であり、

技術力についても問題なく、うち２人は年間１５０日以上の農作業従事日数要件を満たしてお

ります。また、過去３年間において、農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はなく、周

辺地域における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。 

 その他、参考となる事項として、営農計画はジャガイモを作付する予定であり、通作距離は

自宅から申請地まで約１０キロメートル、車で約３０分です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められます。本案件は、農地法

第３条第２項各号の不許可基準には該当しておりませんので、何ら問題ないと思われます。 

 以上、調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○岩品会長 

 質疑がなければ、質疑を打ち切り、採決します。 

 最初に、議案第１号１番、２番を許可することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１番、２番は許可することに決定します。 

 次に、議案第１号３番を許可することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、３番は許可することに決定します。 

 次に、議案第１号４番を許可することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、４番は許可することに決定します。 

 次に、議案第１号５番を許可することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、５番は許可することに決定します。 

 次に、議案第１号６番を許可することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、６番は許可することに決定します。 
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 次に、議案第２号農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてを議題とし

ます。 

 事務局説明願います。 

○太田係長 

 それでは、議案書５ページをご覧ください。議案第２号農地法第５条の規定による許可後の

計画変更承認申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在、八街字立合松北地先、地目、畑、面積４２９平方メートル。 

 転用目的、当初、変更後ともに専用住宅用地。 

 当初計画者の事由、当初専用住宅を建築する予定であったが事情により計画がなくなったた

め。 

 承継者の事由、現在アパートに居住しているが手狭となったため、当該申請地に専用住宅を

建築し、居住したいというものです。 

 農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から

第２種農地と判断されます。 

 番号２、所在、八街字長谷地先、地目、畑、面積２０１平方メートル。 

 転用目的、当初、変更後ともに専用住宅用地。 

 当初計画者の事由、当初専用住宅を建築する予定であったが事情により計画がなくなったた

め。 

 承継者の事由、駅から徒歩圏内で土地を探していたところ、当該申請地が条件に合っていた

ので専用住宅を建築したいというものです。 

 農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から

第２種農地と判断されます。 

 以上です。 

○岩品会長 

 議案の説明が終わりましたが、議案第２号１番は議案第３号２番に関連しておりますので、

議案第３号で担当委員の小山委員、調査報告をお願いします。 

 次に、議案第２号２番は議案第３号７番に関連しておりますので、議案第３号で担当委員の

清水委員、調査報告をお願いします。 

 次に、議案第３号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 事務局、説明願います。 

○太田係長 

 それでは、議案書６ページをご覧ください。議案第３号農地法第５条の規定による許可申請

についてご説明いたします。 

 番号１、区分、一時転用、所在、八街字谷上地先、地目、畑、面積２，１０７平方メートル

のうち１.０３平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積１.６１平方メートル。転用目的、営

農型太陽光発電設備用地。転用事由、農地の所有者が耕作を継続しながら上部に地上権を設定
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して、使用貸借により営農型太陽光発電事業を行い、安定した収入を得たいというものです。

農地の区分は、農用地区域内にある広がりのある農地で第１種農地に該当します。 

 番号２、区分、売買、所在、八街字立合松北地先、地目、畑、面積４２９平方メートル。転

用目的、専用住宅用地。転用事由、現在アパートに居住しているが手狭となったため、当該申

請地に専用住宅を建築し居住したいというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象とな

っていない小集団の生産性の低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。 

 番号３、区分、売買、所在、榎戸字六ツ塚台地先、地目、畑、面積３５８平方メートルほか

１筆、計２筆の合計面積４２７平方メートル。転用目的、専用住宅用地。転用事由、現在、実

家住まいだが、親族が隣に居住する当該申請地へ専用住宅を建築し居住したいというものです。

農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から第

２種農地と判断されます。 

 番号４、区分、売買、所在、榎戸字六ツ塚台地先、地目、畑、面積５４９平方メートル。転

用目的、建売分譲住宅（３棟）用地。転用事由、当該申請地に建売分譲住宅３棟を建築し販売

したいというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の

低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。 

 続きまして、資料７ページをご覧ください。番号５番、６番は関連しております。 

 番号５、区分、使用貸借、所在、八街字追分台地先、地目、畑、面積１２６平方メートル。

転用目的、道路用地。転用事由、倉庫及び重機置場の進入路として利用したいというものです。

農地の区分は、用途地域内の第１種住居地域にある農地であり第３種農地であると判断されま

す。 

 番号６、区分、売買、所在、八街字追分台地先、地目、畑、面積２４１平方メートル。転用

目的、倉庫及び重機置場用地。転用事由、自宅に隣接する当該申請地を倉庫及び重機置場用地

として整備し、自身が経営する建設会社へ貸し付けたいというものです。農地の区分は、用途

地域内の第１種住居地域にある農地であり第３種農地と判断されます。 

 番号７、区分、売買、所在、八街字長谷地先、地目、畑、面積２０１平方メートル。転用目

的、専用住宅用地。転用事由、駅から徒歩圏内で土地を探していたところ当該申請地が条件に

合っていたので、専用住宅を建築したいというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象

となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。 

 番号８、区分、売買、所在、八街字南富士見地先、地目、畑、面積２，７８７平方メートル。

転用目的、宅地分譲（１２区画）及び道路用地。転用事由、当該申請地を宅地分譲１２区画の

造成と道路を整備し販売したいというものです。農地の区分は、用途地域内の第１種住居地域

にある農地であり第３種農地と判断されます。なお、本案件は１，０００平方メートル以上の

土地に対する建築行為となりますので、これは開発行為に該当し、都市計画法及び道路法との

調整が必要となりますので、その旨意見を付することが妥当と思われます。 

 番号９、区分、使用貸借、所在、八街字鶴ヶ沢地先、地目、畑、面積４４６平方メートル。

転用目的、専用住宅用地。転用事由、現在、八街市外に住んでいるが義父のサポートをするた
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め、妻の実家の隣地であり義父の所有する当該申請地へ専用住宅を建築し居住したいというも

のです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理

由から第２種農地と判断されます。 

 続きまして、資料８ページをご覧ください。 

 番号１０、区分、賃貸借、所在、八街字神林地先、地目、畑、面積５５０平方メートル。転

用目的、車両置場（６台）用地。転用事由、倉庫及び重機置場の進入路として利用したいとい

うものです。農地の区分は、農用地区域内にある広がりのある農地で第１種農地に該当いたし

ます。 

 番号１１、区分、売買、所在、八街字土手向地先、地目、畑、面積６，０３６平方メートル

ほか１筆、計２筆の合計面積６，３２５平方メートル。転用目的、車両置場（２１台）兼舞台

仮組立場及び道路拡幅用地。転用事由、現在、倉庫業を営んでいるが、舞台の仮組立を行う場

所の確保及び自社の車両置場が手狭なため、既存施設の隣接地である当該申請地を整備し利用

したいというものです。農地の区分は、農用地区域内にある広がりのある農地で第１種農地に

該当いたします。 

 番号１２、区分、売買、所在、東吉田字白幡地先、地目、畑、面積２，８８２平方メートル

ほか２筆、計３筆の合計面積２，９８１平方メートル。転用目的、資材置場用地。転用事由、

現在太陽光パネル中間処理施設を隣接地で開設予定のため、当該申請地を資材置場用地として

整備し利用したいというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団

の生産性の低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。 

 番号１３、区分、売買、所在、東吉田字芝山地先、地目、畑、面積２８３平方メートル。転

用目的、資材置場及び駐車場（５台）用地。転用事由、現在、内装・外構工事業を営んでいる

が、請負元の会社に資材置場等を間借りさせてもらっているため、自宅の隣接地である当該申

請地を資材置場として、併せて来客用駐車場として利用したいというものです。農地の区分は、

農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から第２種農地と判断

されます。 

 続きまして、資料９ページをご覧ください。 

 番号１４、区分、売買、所在、小谷流字塚脇及び上人塚地先、地目、畑、面積１，１２１平

方メートルほか４筆、計５筆の合計面積１万２，６５７平方メートル。転用目的、車両置場

（１００台）用地。転用事由、現在、大型特殊車両を中心とした自動車修理業を営んでいるが、

近年受注も増え、既存施設だけでは手狭となったため当該申請地を車両置場用地として整備し

利用したいというものです。農地の区分は、農用地区域内にある広がりのある農地で第１種農

地に該当します。 

 以上です。 

○岩品会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いします。 

 最初に、議案第３号１番、２番及び第２号１番について、小山委員、調査報告をお願いしま
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す。 

○小山委員 

 議案第３号１番、農地法第５条の規定による許可申請について調査報告いたします。 

 本案件は、農地の所有者が耕作を継続しながら上部に地上権を設定して使用貸借により営農

型太陽光事業を行い、安定した収入を得ようとするものです。 

 立地基準ですが、八街北中学校より東へ７００メートルに位置しており、私道に面しており、

進入路は確保されています。 

 農地区分としましては、事務指針２８ページ②のⓐに該当するため第１種農地と判断しまし

た。 

 申請は、営農型太陽光発電設備の支柱部分の一時転用であることから、事務指針３２ページ

②のⓑによる例外に該当します。 

 営農計画ですが、現在、ヒサカキを耕作中です。なお、本件土地については、農業経営基盤

強化促進法に基づく地域計画の区域内に位置しております。そのため、営農型太陽光発電事業

の立地に関する協議を、令和８年４月２日に八街市役所第一会議室にて、調査委員会調査班第

３班が営農事業者から、今後の営農計画や周辺農地への被害防除対策に関して聞き取りをした

結果、地域計画の区域内の農地の効率的かつ総合的な利用に支障がないことを確認しました。 

 議案第２号１番、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてと、３号２

番、農地法第５条の規定による許可申請については、関連案件ですので一括して調査報告いた

します。 

 本案件は、義務者が当初専用住宅を建築する予定であったが、事情により計画がなくなった

ため、権利者が申請地に専用住宅を建築しようとするものです。 

 事由としては、現在アパートに居住しているが手狭となったため、当該申請地に専用住宅を

建築し居住したいというものです。 

 立地基準ですが、八街北中学校より北西に１.２キロメートルに位置し、県道に面しており、

進入路は確保されています。 

 農地区分としましては、事務指針３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断し

ました。 

 次に一般基準ですが、申請面積は４２９平方メートル、専用住宅地ということなので、面積

妥当と思われます。また、申請地には耕作者なし、隣接農地もありません。事業計画としては、

切土、盛土は行わず、既存宅盤上に建築、建設。用水は井戸を掘り、排水は合併浄化槽を設置

し道路側溝へ放流し、雨水は宅内処理します。建設中は四方にフェンスを設置し、立入りを制

限するとのことです。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第３号３番、４番について、山本和秀委員、調査報告をお願いします。 
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○山本和秀委員 

 議案第３号３番、農地法第５条の規定による許可申請について調査報告を申し上げます。 

 本案件につきましては、現在、実家住まいだが親族が隣に居住する当該申請地へ専用住宅を

建築しまして、居住したいというものです。 

 まず立地基準についてですが、申請地は市役所より北西方向へ約２キロメートルに位置し、

進入路については確保されております。 

 農地区分については、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地ですの

で、事務指針の３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断されると思われます。 

 次に一般基準ですが、本申請は、専用住宅用地ということで申請面積４２７平方メートルで

あり、建築面積９０.２６平方メートルで、建築面積との関係においても面積は妥当と思われ

ます。申請地には小作人等の権利移転に対し支障となるものはありません。隣地境界について

は、コンクリートブロックを施工し、土砂の流出を防止するので問題はありません。 

 資金の確保につきましては、借入金で賄う計画となっており、耕作者及び隣接する土地所有

者に確認したところ、既に事業計画について説明を受けて了承しているとのことでした。また、

土地改良区、土地改良受益地でもありません。 

 次に、周辺農地の営農条件への支障については、周囲をブロックで囲い、土砂等の流出対策

を講じます。用水は市営水道を利用し、雨水は宅地内浸透処理、汚水雑排水は浄化槽にて処理

後、市道側溝へ排出する計画です。 

 防災計画ですが、工事期間中、近隣の安全を確保するよう必要に応じて警備員を置き、通学

時間を避け、工事をしますということです。 

 これらのことから、立地基準、一般基準とも本案件は問題ないと思われます。ただ、また今

回の農地転用許可申請に当たりまして、今回申請面積４２７平方メートルのうち共用道路部分

が６９平方メートルあります。これを義務者が無断転用していることが分かりました。今回の

申請を許可されるまでは共用道路を利用しないことを約束し、始末書を添えて申請をされてい

ます。 

 以上、調査報告を終わります。 

 続いて、議案第３号４番、農地法第５条の規定による許可申請についての調査報告を申し上

げます。 

 本案件につきましては、建売分譲住宅の建築、販売ということで、立地基準についてですが、

申請地は市役所より北西方向約２キロメートルに位置し、進入路は確保されています。 

 農地区分としては、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地ですので、

事務指針の３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断されると思われます。 

 次に一般基準ですが、本申請は建売分譲３棟用地ということで、申請面積５４９平方メート

ルであり、建築面積は３棟１７０.１平方メートルで、建築面積との関係においても面積は妥

当と思われます。申請地は近隣にも住宅が建ち並んでおり、戸建て分譲の販売に適する場所で

あります。造成工事については、コンクリートブロックを囲むように施工し、土地の盛土等は
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行わず整地のみを計画しています。耕作者及び隣接する土地の所有者には、既に事業化計画に

ついて説明を受けて了承をしているとのことでした。また土地改良区、土地改良受益地でもあ

りません。 

 次に、周辺農地の営農条件への支障については、敷地の外周には土が流れないように土留め

ブロックを施工する。用水は公営水道管より新規引込みの予定です。雨水は宅内処理、汚水雑

排水は個別浄化槽にて処理後、市道側溝へ排水する計画です。 

 防災計画ですが、工事期間中、敷地の間口にロープを張り、閉鎖し、関係者以外出入りがで

きないようにする。なお、権利者資料として宅地建物取引業者の文書、ここに一式、定款など

添付されており、許可後速やかに事業を行うものと判断いたしました。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は問題ないと思われます。しかし、本

事業者は、確認不足により農地法第５条の許可申請の提出を失念し、当該地の建築前準備工事

に着手してしまい、再発防止策を添えた始末書を提出されております。 

 以上、調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に議案第３号５番、６番について、内貴委員、調査報告をお願いします。 

○内貴委員 

 議案第３号５番、６番は関連案件です。農地法第５条の申請に係る調査結果を一括して報告

します。 

 立地基準ですが、申請地は八街駅より東に約２キロメートルに位置し、進入路は市道により

確保されています。 

 農地区分としては、事務指針３０ページ④のⓑの（ウ）に該当するため、第３種農地と判断

しました。 

 一般基準ですが、権利者は議案第３号６番の土地２４１平方メートルを取得し、資材置場と

して利用し、第３号５番の土地１２６平方メートルを使用貸借し、進入路として利用するもの

で、面積は妥当と思われます。 

 事業計画としては、転圧し土砂等の流出をなくします。用水、汚水、雑排水はなし。雨水は

敷地内浸透で、通勤、通学等の時間帯は資材の搬入を行わないようにします。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに何ら問題ないものと思われます。 

 以上で報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第３号７番及び第２号２番について、清水委員、調査報告をお願いします。 

○清水委員 

 議案第２号２番、第３号７番は関連案件ですので、第２号２番から報告いたします。 

 まず立地基準ですが、八街駅より東方向に約１キロメートルに位置し、公衆用道路に接道し

ております。 

 農地区分としては、事務指針３１ページ⑤の(ｂ)に該当するため第２種農地と判断。 
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 一般基準ですが、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請であり、甲により平

成１１年５月１４日付けで専用住宅用地として許可を受けた２０１平方メートルに係る事業計

画書を、乙の事業計画書に変更したいので承認されたく申請いたします。 

 続きまして、議案第３号７番の報告をします。 

 甲から乙へ転用を伴う所有権移転の許可申請です。専用住宅（１棟）です。造成計画は埋立

ては行わず、整地のみです。用水は市営水道、雨水は宅地内浸透、汚水雑排水は浄化槽により

側溝に放流。宅地内の周りにはブロック塀にフェンスを造ります。隣接農地は農業をやる予定

はないとのこと。以上のことから何ら問題ないと思われます。 

 以上、調査報告、終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第３号８番について、伊藤委員、調査報告をお願いします。 

○伊藤委員 

 議案第３号８番、農地法第５条の規定による許可申請について報告します。 

 まず立地基準ですが、当該用地は八街駅より南方向約１.５キロメートルに位置し、進入路

は八街市道に接道し確保されています。 

 農地区分といたしましては、事務指針３０ページ④のⓑの（ウ）に該当する第３種農地と判

断いたしました。 

 本申請は、２，７８７平方メートルに住宅分譲（１２区画）及び道路を造成、販売する計画

であり、面積は妥当だと思われます。 

 選定理由ですが、１２区画程度のまとまった建設用地を駅から１.５キロメートル圏内で探

しておりましたが、ほかの候補地で合意に至らず、当該用地において南側に既存の建築があり、

日照条件の理由から維持管理に困難を感じていた義務者の都合と合致したものです。 

 本計画では、雨水は浸透施設にて敷地内浸透を行い、オーバーフロー分を八街市道側溝へ放

流します。用水は八街市道上水より取水。汚水雑排水は八街市下水道に接続する計画です。隣

接農地への防除計画は土留め施工を行い、土砂等の流出対策を行います。 

 権利者は不動産業及び建築業を営んでおり、許可後速やかに計画を実行するものと思われま

す。これらのことから立地基準、一般基準ともに問題ないものと思われます。 

 以上、報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第３号９番について、保谷委員、調査報告をお願いします。 

○保谷委員 

 議案第３号９番について、調査報告を申し上げます。 

 まず立地基準ですが、申請地は八街市役所より南に約３.５キロメートルに位置し、国道に

面しており、進入路は確保されております。 

 農地区分としては、事務指針３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断しまし

た。 
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 次に一般基準ですが、専用住宅用地案件です。現在八街市外に住んでいる義父のサポートを

するため、妻の実家の隣地であり義父の所有する当該申請地へ専用住宅を建築し居住したいと

いう案件です。申請面積は４４６平方メートルで、５００平方メートル以下のため面積妥当と

思われます。資金の確保につきましては、借入金にて賄う計画となっております。 

 次に事業計画については、用水は市営水道、雨水は雨水浸透桝を設置し敷地内浸透処理、汚

水雑排水は合併浄化槽で処理後、前面道路側溝に放流。敷地内の雨水対策としては隣接土地へ

流れないようにブロックで雨水対策をします。 

 隣接農地所有者への説明はされております。土地改良受益地ではありません。これらのこと

から立地基準、一般基準ともに本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 次に、議案第３号１０番、１１番について、松原委員、調査報告をお願いします。 

○松原委員 

 議案第３号１０番、農地法第５条の規定による許可申請について調査報告します。 

 まず立地基準ですが、八街市役所より南西約４.９キロメートルに位置し、八街市道より進

入路は確保されています。 

 農地区分としては、事務指針２８ページ②のⓐに該当するため第１種農地と判断しました。

第１種農地の場合、事務指針３２ページ②のⓔの（オ）による例外に該当します。 

 次に一般基準ですが、本申請は、中古車販売業を営んでいる権利者が、既存施設が手狭とな

ったため当該申請地を車両置場として利用したいというものです。申請面積は５５０平方メー

トルで、主に大型トラックを置く予定です。資金につきましては、自己資金で賄う計画です。 

 事業計画としては、現状の地盤を軽く転圧し砕石敷きとします。雨水は敷地内浸透とします。

これらのことから本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 続きまして、議案第３号１１番について調査報告します。 

 まず立地基準ですが、八街市役所より南西約２.５キロメートルに位置し、神門八街線より

既存の施設を通り進入路は確保されています。 

 農地区分としては、事務指針２８ページ②のⓐに該当するため第１種農地と判断しました。

第１種農地の場合、事務指針３２ページ②のⓔの（オ）による例外に該当します。 

 次に一般基準ですが、当申請は倉庫業を営んでいる権利者が舞台の仮組立を行う場所の確保、

及び自社の車両置場として既存施設の隣接地である当該申請地を整備して利用したいというも

のです。申請面積は６，３２５平方メートルであり、資金については全て自己資金で賄う計画

です。 

 次に事業計画ですが、造成工事に関しては、敷地内で切り盛りをし、不足分は砕石にて高さ

を調整します。雨水は敷地内浸透とします。隣接農地との境界は、ＨＳフェンス基礎を設置し、

土砂等の流出を防止します。これらのことから本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 
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○岩品会長 

 次に、議案第３号１２番、１３番について、井口委員、調査報告をお願いします。 

○井口委員 

 議案第３号１２番について調査報告します。 

 まず立地基準ですが、申請地は市役所より南西に約３キロメートルに位置し、八街市道に面

しており、進入路は確保されております。 

 農地区分としては、事務指針３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断しまし

た。 

 次に一般基準ですが、本申請は現在太陽光パネル中間処理施設を隣接地で開設予定のため、

当該申請地を資材置場用地として整備し利用したいとのことです。資金の確保につきましては、

自己資金で賄う計画となっています。申請地には、小作人等権利移転に対して支障となるもの

はありません。 

 次に周辺農地の営農条件の支障について、西側は申請者が所有しており、東側の隣接地は譲

渡人が所有しています。申請地よりも高いので水や土砂の流入はありません。隣接農地所有者

にも説明しています。造成は行わず整地のみの予定で、雨水は敷地内自然浸透。汚水雑排水は

ありません。工事中は誘導員を配置し事故のないよう努めるとのこと。また、申請地は北総中

央用水地上権設定されている土地を進入路として使用するため県の許可も受けております。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 続いて、議案第３号１３番について調査報告します。 

 まず立地基準ですが、申請地は市役所より南へ約３キロメートルに位置し、八街市道に面し

ており、進入路は確保されております。 

 農地区分としては、事務指針３１ページ⑤の（ｂ）に該当するため第２種農地と判断しまし

た。 

 次に一般基準ですが、本申請は個人業を営んでいる申請者が自宅敷地に隣接する当申請地を

来客用の駐車場、資材置場とした場合、仕事の効率が上がることが見込まれます。申請面積は

２８３平方メートルであり、面積妥当と思われます。資金は自己資金で賄う計画となっていま

す。申請地には、小作人等権利移転に対して支障となるものはありません。 

 次に周辺農地の営農条件への支障についてですが、整地のみを行い、駐車場部分は砂利を設

置する計画です。計画地内には上下水道利用の予定はありません。雨水は敷地内浸透。隣接農

地との境界線から１メートル下がり、隣接地の作業用通路として敷地の一部を提供する予定で

す。境界部分にはコンクリートブロック２段程度を施工し、土の流出防止に注力するとのこと

です。なお隣接農地所有者も同意書に署名捺印しております。権利者は許可後速やかに事業を

行うものと判断しました。これらのことから立地基準、一般基準ともに何ら問題ないものと思

われます。 

 以上、調査報告を終わります。 

○岩品会長 
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 次に、議案第３号１４番について、加藤委員、調査報告をお願いします。 

○加藤委員 

 議案３号１４番、農地法第５条申請に関わる調査結果について報告いたします。 

 本申請は、既存施設が手狭となったため隣接して車両置場用地として整備をしようとするも

のです。 

 まず立地基準ですが、申請地は八街駅より南西方向に約８キロメートルに位置し、八街市道

に隣接しております。 

 農地区分としては、事務指針２８ページ②のⓐに該当するため第１種農地と判断いたしまし

た。第１種農地の場合、事務指針３２ページ②のⓔの（オ）による例外に該当いたします。 

 次に一般基準ですが、申請面積は１万２，６５７平方メートルであります。既存施設に隣接

して拡張となることから、事業規模としては問題ないものと思われます。資金の確保につきま

しては、自己資金にて賄う計画となっております。 

 次に周辺農地への営農条件の支障についてですが、隣接する農地所有者からは同意を得てお

り、被害防除対策として、のり面処理及び安全鋼板等で防護処理を行います。雨水は自然浸透、

汚水雑排水は発生しません。権利者の状況ですが、施設の拡張であり、許可後速やかに事業を

行うものと判断いたしました。以上のことから立地基準、一般基準とも本案件は何ら問題ない

ものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○岩品会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○岩品会長 

 質疑がなければ、質疑を打ち切り、採決します。 

 最初に、議案第３号１番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号２番及び議案第２号１番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお

願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、第３号２番及び議案第２号１番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号３番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、３番は許可相当に決定します。 
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 次に、議案第３号４番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、４番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第２号５番、６番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、５番、６番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号７番及び議案第２号２番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお

願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、議案第３号７番及び議案第２号２番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号８番を都市計画法及び道路法との調整を条件に許可相当で決定することに

賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、８番は条件付許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号９番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、９番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号１０番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１０番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号１１番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１１番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号１２番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１２番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号１３番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 
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○岩品会長 

 挙手全員ですので、１３番は許可相当に決定します。 

 次に、議案第３号１４番を許可相当で決定することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、１４番は許可相当に決定します。 

 会議中ですが、ここで１５分間休憩します。 

休憩 午後４時０８分 

再開 午後４時２２分 

○岩品会長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議案第４号、農用地利用集積等促進計画（案）の承認について【一括】を議題とします。 

 協議に当たり、議案第４号１０番は農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、古市

委員が議事参与に該当するため、古市委員、退席願います。 

（古市委員 退室） 

○岩品会長 

 事務局、説明願います。 

○小川主査 

 議案書１０ページをご覧ください。議案第４号農用地利用集積等促進計画（案）の一括方式

の承認について、ご説明いたします。 

 本件につきましては、令和８年４月２７日付けで八街市長から、農地中間管理事業の推進に

関する法律第１８条第３項の規定により、農用地利用集積等促進計画を定める場合、農業委員

会の意見を聞くこととされております。 

 番号１、所在、八街字藤株地先、地目、畑、面積４，６６８平方メートル。利用権の種類は

賃借権、期間は認可の公告日から令和１８年７月３１日まで、新規です。 

 番号２、所在、八街字藤株地先、地目、畑、面積３，１２６平方メートル。利用権の種類は

賃借権、期間は認可の公告日から令和１３年７月３１日まで、新規です。 

 番号３、所在、八街字藤株地先、地目、畑、面積１，３２８平方メートルほか１筆、計２筆

の合計面積２，３６６平方メートル。利用権の種類は賃借権、期間は認可の公告日から令和１

８年７月３１日まで、新規です。 

 番号４、所在、榎戸字端田台及び高台地先、地目、畑、面積１，１１７平方メートルほか２

筆、計３筆の合計面積８，６８０平方メートル。利用権の種類は賃借権、期間は認可の公告日

から令和１３年７月３１日まで、新規です。 

 続きまして、１１ページをご覧ください。 

 番号５、所在、八街字鍵袋地先、地目、畑、面積２，３８８平方メートルほか２筆、計３筆

の合計面積５，０００平方メートル。利用権の種類は賃借権、期間は認可の公告日から令和１
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４年７月３１日まで、新規です。 

 番号６、所在、八街字笹引地先、地目、畑、面積３，４６９平方メートルのうち１，３２０

平方メートルほか２筆、計３筆の合計面積７，９９０平方メートル。利用権の種類は使用貸借

権、期間は認可の公告日から令和１３年７月３１日まで、新規です。 

 番号７、所在、滝台字板橋地先、地目、畑、面積１，９８３平方メートルほか２筆、計３筆

の合計面積３，８２９平方メートル。利用権の種類は賃借権、期間は認可の公告日から令和１

３年７月３１日まで、新規です。 

 番号８、所在、滝台字丹尾台地先、地目、畑、面積１，９８３平方メートルほか３筆、計４

筆の合計面積５，９４８平方メートル。利用権の種類は賃借権、期間は認可の公告日から令和

１８年７月３１日まで、新規です。 

 続きまして、１２ページをご覧ください。 

 番号９、所在、上砂字飛鳥山地先、地目、畑、面積６，３４７平方メートルのうち５，９５

０平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積１万７１０平方メートル。利用権の種類は賃借権、

期間は認可の公告日から令和１３年７月３１日まで、新規です。 

 番号１０、所在、山田台字山田台地先、地目、畑、面積９７０平方メートルほか２筆、計３

筆の合計面積２，９５３平方メートル。利用権の種類は使用貸借権、期間は認可の公告日から

令和１３年７月３１日まで、新規です。 

 ただいまご説明いたしました番号１から１０の案件については、農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の各要件を満たしているものと考えます。 

 以上です。 

○岩品会長 

 議案の説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○岩品会長 

 質疑がなければ、質疑を打ち切り、採決します。 

 議案第４号を承認することに賛成委員の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○岩品会長 

 挙手全員ですので、議案第４号は承認することに決定します。 

 ここで古市委員に入室してもらいます。 

（古市委員 入室） 

○岩品会長 

 次に報告第１号、第２号についてを議題とします。 

 事務局より報告第１号を小川主査、報告第２号を太田係長に説明願います。 

○小川主査 

 報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、ご説明いたします。 
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 番号１番、八街字六万坪地先、地目、畑、面積１，３４９平方メートルのうち１１９６.５

４平方メートルほか６筆、計７筆の合計面積８，４１７．８平方メートルです。こちら合意の

成立日、土地引渡し時期ともに、令和８年３月３１日です。 

 番号２番、八街字六万坪地先、地目、畑、面積１，２８９平方メートルほか２筆、計３筆の

合計面積２，２７９平方メートル。合意の成立日、土地引渡し時期ともに、令和８年３月３１

日です。 

○太田係長 

 続きまして、追加でお配りいたしました資料の１４ページをご覧ください。 

 報告第２号、農地法施行規則第２９条第１項第１４号の規定による農地転用の届出について

（電気事業者）について、ご説明いたします。番号１から番号４は同様の内容となりますので、

一括してご説明いたします。 

 番号１番、所在、八街字桃園地先、地目、畑、面積５３５平方メートルのうち１平方メート

ルほか１筆、計２筆の合計面積３平方メートル。 

 番号２番、所在、地目同じく、面積２６１平方メートルのうち１０６平方メートルほか１筆、

計２筆の合計面積１２３平方メートル。 

 番号３番、所在、地目同じく、面積３３１平方メートルのうちの１６平方メートル。 

 番号４番、所在、文違字文違野地先、地目、畑、面積８，６２７平方メートルのうち１７０

平方メートル。 

 目的、鉄塔用地。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替え工事を行うものです。 

 続きまして、資料１５ページをご覧ください。 

 番号５、所在、八街字北中道地先、地目、畑、面積１，８３１平方メートルほか１０筆、計

１１筆の合計面積４，０１６.５２平方メートル。目的、工事用地に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う作業スペースとして

一時的に利用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年６月１日から令和９年４月３０

日までです。 

 番号６、所在、八街字桃園地先、地目、畑、面積５３５平方メートルのうち５３４平方メー

トルほか１筆、計２筆の合計面積２，９１９平方メートル。目的、搬入路用地に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う搬入路として一時的

に使用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年８月１日から令和９年９月３０日まで

です。 

 番号７、番号８は同様の内容となりますので一括して説明いたします。 

 番号７、所在、八街字桃園地先、地目、畑、面積２６１平方メートルのうち１５５平方メー

トルほか１筆、計２筆の合計面積３０５平方メートル。 

 資料１６ページをご覧ください。 

 番号８、所在、地目同じく、面積３３１平方メートルのうち３１５平方メートル。 
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 目的、工事用地に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う作業スペースとして

一時的に利用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年８月１日から令和９年９月３０

日までです。 

 番号９、番号１０は同様の内容となりますので一括してご説明いたします。 

 番号９、所在、八街字桃園地先、地目、畑、面積３７８平方メートルほか１筆、計２筆の合

計面積４１５平方メートル。 

 番号１０、所在、地目同じく、面積１，２６３平方メートルのうち８３平方メートルほか５

筆、計６筆の合計面積２２１平方メートル。 

 目的、架線工事用地に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う作業スペースとして

一時的に利用するものです。なお一時転用の期間は令和８年１１月１日から令和９年７月３１

日までです。 

 １７ページをご覧ください。 

 番号１１から番号１３は同様の内容となりますので一括してご説明いたします。 

 番号１１、所在、文違字文違野地先、地目、畑、面積１１８平方メートル。 

 番号１２、所在、地目同じく、面積５，１４２平方メートルのうち３４０平方メートルほか

１筆、計２筆の合計面積２，４０８平方メートル。 

 番号１３、所在、地目同じく、面積８，６２７平方メートルのうち３５８平方メートルほか

３筆、計４筆の合計面積１，００１平方メートル。 

 目的、搬入路用地に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う搬入路として一時的

に利用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年６月１日から令和９年９月３０日まで

です。 

 資料１８ページをご覧ください。 

 番号１４、所在、文違字文違野地先、地目、畑、面積８，６２７平方メートルのうち１，６

５３平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積２，２７５平方メートル。目的、工事用地に伴

う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う作業スペースとして

一時的に利用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年６月１日から令和９年９月３０

日までです。 

 番号１５、所在、文違字文違野地先、地目、畑、面積１万２，４３６平方メートルのうち１

７７平方メートルほか２筆、計３筆の合計面積２，１７１平方メートル。目的、架線工事用地

に伴う一時転用。 

 事業内容、電気事業者が設備老朽化による送電線鉄塔の建て替えに伴う作業スペースとして

一時的に利用するものです。なお一時転用の期間は、令和８年６月１日から令和９年９月３０
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日までです。 

 以上です。 

○岩品会長 

 ただいまの報告事項は事務局の説明をもって終了しますが、何かご質問等はございますでし

ょうか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○岩品会長 

 質問がなければ、本日の議題審議は全て終了しました。 

 事務局にお返しします。 

○齋藤事務局長 

  閉会を宣す。（午後４時３９分） 
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